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【公開番号】特開2009-110139(P2009-110139A)
【公開日】平成21年5月21日(2009.5.21)
【年通号数】公開・登録公報2009-020
【出願番号】特願2007-279961(P2007-279961)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ   3/041    (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ   3/041   ３３０Ｅ
   Ｇ０６Ｆ   3/041   ３３０Ｃ
   Ｇ０３Ｂ  21/14    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成22年9月28日(2010.9.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光反射性を有する光反射部と、前記光反射部に向けて光を出射する光出射部とを有し、
前記光反射部で反射した前記光を走査する光走査手段と、
　シート状をなし、その一方の面が前記光反射部で反射された光が走査される光走査面、
他方の面が押圧操作される入力面である可撓性を有するシート材と、
　前記入力面の押圧による、前記光反射部と前記光走査面との間の前記光の光路長の変化
に基づいて、前記入力面の押圧位置を検出する押圧位置検出手段とを有し、
　前記押圧位置検出手段は、前記光が前記光反射部から出射してから、前記光走査面で反
射し、前記光反射部に戻ってくるまでの時間に基づいて、前記光路長の変化を検知するこ
とを特徴とするタッチセンサ。
【請求項２】
　前記押圧位置検出手段は、前記光出射部と前記光反射部との間の光路の途中または分岐
した位置に設けられ、前記光走査面で反射し再び前記光反射部に戻ってきた光を受光する
受光部と、前記光出射部から光が出射されるタイミングとその光が前記受光部で受光され
たタイミングとの時間差を算出する時間差算出部と、前記時間差算出部による算出結果に
基づいて前記入力面の押圧位置を検出する検出部とを有している請求項１に記載のタッチ
センサ。
【請求項３】
　前記時間差算出部は、前記光走査面の所定箇所における前記時間差を所定の時間間隔毎
に算出し、前記検出部は、前記時間差算出部がｎ回目に算出した前記時間差と、ｎ＋１回
目に算出した前記時間差との差を求め、その差が所定の閾値を超えた場合に当該箇所を前
記押圧位置として検出する請求項２に記載のタッチセンサ（ただし、ｎは自然数である）
。
【請求項４】
　前記検出部は、さらに、前記時間差算出部がｎ回目に算出した前記時間差と、ｎ＋１回
目に算出した前記時間差との差から前記押圧の押圧速度を求める請求項３に記載のタッチ
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センサ（ただし、ｎは自然数である）。
【請求項５】
　前記光走査手段は、前記光反射部を備え回動可能に設けられた可動板を有するアクチュ
エータを有し、前記可動板を回動させることにより、前記光反射部で反射した光を前記光
走査面に走査する請求項１ないし４に記載のタッチセンサ。
【請求項６】
　前記光走査手段は、前記アクチュエータを前記可動板の回動中心軸に対して直交する軸
まわりに回転可能に支持する回転盤を有し、該回転盤を回転させつつ、前記可動板を回動
させることにより、前記光反射部で反射した光を前記光走査面に２次元的に走査する請求
項５に記載のタッチセンサ。
【請求項７】
　前記光走査面は、略球面をなしている請求項１ないし６のいずれかに記載のタッチセン
サ。
【請求項８】
　請求項１ないし７のいずれかに記載のタッチセンサと画像を表示する表示手段とを備え
たことを特徴とするタッチセンサ付き表示装置。
【請求項９】
　前記シート材は、光透過性および光拡散性を有し、前記光出射手段は、前記光出射部か
ら出射された光を前記光走査面に走査することにより、前記光走査面に画像を描画し、前
記入力面側から前記画像を視認することができる請求項８に記載のタッチセンサ付き表示
装置。
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